
　皆様におかれましては、新しい年を健やかにお迎えのことと心より
お喜び申し上げます。
　昨年12月、４年に１度のスポーツの祭典である「サッカー・ワールド
カップ」が盛会のうちにその幕を閉じました。出場した選手らの〝挑戦
し続ける姿〟から多くのドラマが誕生。改めてスポーツが持つ力を実
感いたしました。特に、格下とみられていた国が強豪国を次々と破る試
合。そして、日本代表が魅せた「粘り強く諦めない戦い」は、日本中を
歓喜と感動の渦に包み込んだのではないでしょうか。
　他方、様々な世論調査で明らかなように、政治や政治家に対する信
頼や関心が低いことが指摘されております。民主主義にとって必要なことは、何より政治への信頼であり生活現場で市民に寄
り添い、小さな声から政策を練り上げていく地道な取り組みです。本年も皆様のご期待とご負託にお応えするため粘り強く活
動を続けてまいりますので、より一層のご支援とご指導を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

花笠議会の委員長として

道の駅「やまがた蔵王」今年12月オープン。（主な実績と活動25）
　今年12月オープン予定の道の駅の名称を「やまがた蔵王」とし
て国へ登録申請中。同道の駅は、国道13号沿い県観光物産会館の隣
に建設中。蔵王温泉や山形市の地域資源の魅力を発信し、人を呼び
込むゲートウェイとしての期待が高まります。また、周辺地域や施
設と連動した市民や周辺住民の交流空間も形成されます。施設概要
として、屋内施設は24時間利用できるトイレや多目的スペース、物
販飲食店のほか防災機能も付加されます。屋外は駐車場（普通車
334台、大型車34台、障がい者用6台）やバス停、通年利用できる
芋煮広場や子どもの遊び場も整備されます。道の駅の設置について
は初当選直後の一般質問や公明党山形市議団の政策提言等で一貫し
て訴えてまいりました。今後も、高速バス路線の誘致やETC2.0設
置、周辺施設との連携などの機能拡充に取り組んでまいります。 完成予想図添付　写真：01_外観_鳥瞰図

〝政策提言〟安心と希望の未来を目指せ！！
　12月23日、公明党山形市議団（会長:折原政信、幹事長:武田新
世、政調会長:松田孝男)は、『令和５年度予算編成に係る政策提
言』（下記QR参照）を佐藤孝弘市長に提出いたしました。現下の
社会経済情勢は、コロナ禍や物価高、原油高騰、ウクライナ情勢等
により厳しい状況にありますが、希望ある本市の将来像を示すこと
が政治の使命であります。この提言書は、市民の切実
な声や要望を受け止め、それら課題について調査研究
と議論を重ね練り上げたものです。
QRコード：https://www.komei.or.jp/km/yamagata-matsuda-takao/policy/ 新年度予算に係る政策提言

新しい力で 山形を前へ！！
　 “心とこころを繋ぎ、希望の未来を拓く”

山形市議会議員

たかお松田 通
信 122023．新春

Volume

公明党山形市議団は持続可能
な開発目標（SDGs）を支援し
ています。

“持ち前の粘り強さ”で「安心と希望」を届けてまいります！！
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Ｑ　国はHPVワクチンの個別の積極的接種勧奨を再開
する。速やかに全定期接種対象者および保護者に対
し、個別の積極的勧奨を行うべきではないか。
Ａ　定期接種対象者の女子と保護者へ、個別に通知を
行っていく。

Ｑ　妊娠確定までの費用は医療保険適用外の全額負担
となるケースがある。妊娠確定診断費用の助成を
行ってはどうか。
Ａ　妊娠確定診断への助成について、制度を導入する
他自治体を調査したところ対象は様々であった。総
合的な子育て支援や少子化対策の中で検討して
いく。

Ｑ　地域みんなで応援する山形モデル「奨学金制度」を創
設してはどうか。
Ａ　人口規模や、市内にある高等教育機関の状況の比
較なども踏まえながら、調査・研究していく。

Ｑ　LGBTに対する理解促進を図ってはどうか。「性
の多様性に関する実態把握」をどう進めていくの
か。
Ａ　支援団体などと連携し、当事者や関係者一人ひと
り個別の悩みや要望など丁寧に聞き取りを行って
いく。

Ｑ　「パートナーシップ・ファミリーシップ」の制度
を導入してはどうか。
Ａ　国において統一した取り扱いができることが望ま
しいと考えている。

Ｑ　蔵王駅のバリアフリー化を進めてはどうか。ま
た、交通系ICシステム改札口の整備をJR東日本へ
積極的に働き掛けるべきではないか。
Ａ　鉄道駅のバリアフリー化は重要である。JR東日本
関係機関と整備の可能性について意見交換して
いく。

Ｑ　現斎場は老朽化や火葬需要など様々な課題に直面
している。新しい斎場のあり方はどうか。
Ａ　基本構想の中で、本市と上山市、山辺町の２市１
町が広域の視点で検討する。

Ｑ　クリエイティブシティーセンターＱ１に整備され
る高度な映像制作環境を活用して、市内に点在する
地域の貴重な有形財産、地域の祭りやイベントな
ど、無形財産をデジタル映像化してはどうか。
Ａ　有形無形文化財などの保存、活用に際し、デジタ
ルの力を活用したい。

Ｑ　山寺芭蕉記念館周辺施設の建物や跡地の活用につ
いて、日本遺産に認定された「山寺が支えた紅花文
化」に係る拠点として整備してはどうか。
Ａ　日本遺産の認定を活かすなど、民間の創意工夫に
よる整備が望ましいと考えている。

Ｑ　世界に誇るべきクリエイティブの力で、令和版
「おくの細道」の映像を新たに作成してはどうか。
Ａ　山寺芭蕉記念館での映像や動画による情報発信の
あり方について検討していく。

Ｑ　市民協同による仙台市リサイクルプラザの取り組
みを参考に循環型社会を目指してはどうか。
Ａ　先進事例の調査研究なども行いながら、循環型社
会の形成を目指していく。

Ｑ　家庭系食品ロスを改善するため、「食品ロスダイ
アリー調査」を実施してはどうか。
Ａ　先進事例の調査を進めていく。

Ｑ　｢養育費不払い問題」の解消を目指すべきではな
いか。
Ａ　先進自治体の事例などを調査・研究していく。

Ｑ　成年年齢が18歳に引き下げられる。若年者の消
費者教育に取り組むべきではないか。
Ａ　法改正による新たな消費者被害の未然防止に向
け、本市としても、新成人に向けたわかりやすい啓
発に取り組んでいく。

Ｑ　市役所において目的の場所まで誘導できる市民に
優しいフロアマップを設置すべきではないか。
Ａ　より見やすく、わかりやすいものに改良する必要
があると思う。できるだけ早く対応する。

持続的発展が可能な
　  まちづくりを目指して
持続的発展が可能な
　  まちづくりを目指して

Ｑ 松田市議・Ａ 佐藤市長
　令和４年山形市議会一般質問から（抜粋）



松田たかお通信　vol.12　　－ ３ －

１．国立国会図書館デジタル化資料転送サービス導入／H28.５
２．防災ラジオの導入／H28.９
３．赤ちゃん誕生の際に祝意を伝えるギフト贈呈の実施／H29.４
４．ヘルプカード並びにヘルプマークの導入／H29.６
５．べにちゃんバス（東くるりん）の導入／H29.７
６．小中学校普通教室並びに特別教室（音楽室等）に空調設備を整備／H29.８
７．路面探査車「スケルカー」による路面下空洞調査の実施／H30.10
８．高齢者肺炎球菌予防接種個別通知の実現／H30.10
９．山形市売上増進支援センターY-biz（ワイビズ）の設置／H31.１
10．デジタル化の推進（業務効率化に係るAIやRPAの導入）／H31.４
11．風しん抗体検査・予防接種無料化の拡充／R１.６
12．山形市健康ポイント事業SUKSKの導入／R１.９
13．市営住宅の入居要件緩和（定住者増加対策・家賃債務保証機関の導入）／R２.４
14．山形市洪水ハザードマップ改訂（マイタイムライン導入）／R２.６
15．妊婦歯科健康診察事業の導入（無料化）／R２.10
16．商業施設に期日前投票所設置（イオン南・エスパル山形）／R３.１
17．山形市結婚新生活支援事業を実施／R３.４（本文に関連記事）
18．新型コロナPCR検査センター山形店設置／R３.７
19．豪雨対策の推進（笹堰雨水管整備・排水ポンプ車導入）／R４.４
20．市立図書館の司書を増員／R４.４
21．LINEおやこよりそいチャットやまがた導入（情報発信と相談支援機能）／R４.５
22．交通系ICカード（チェリカ）の導入／R４.５（本文に関連記事）
23．3歳児健康診査にスポットビジョンスクリーナー（目の精密検査）導入／R４.５（本文に関連記事）
24．山形市役所にフロアマップ（案内図）設置／R４.７
25．道の駅「やまがた蔵王」整備中（R５.12月オープン予定）（本文に関連記事）

【その他】
・安全・安心な通行環境の整備（道路改修・標識・信号機・カーブミラー等の整備）
・豪雨災害に備えた、雨水対策と水路等の整備拡充
・公共施設や観光施設等のバリアフリー化と無料Ｗi-Fiの整備拡充

令和４年活動の記録

PCR 検査センター設置

やまがたクリエイティブ
シティセンターQ１

山形シェアサイクル事業開始

第９回まるごとマラソンに出場

樹氷再生の
試験植栽地

山形市
排水ポンプ車を導入
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予算増額！！結婚支援が好評。新生活へ〝60万円〟（主な実績と活動17）
　山形市12月一般会計補正予算において、結婚新生活支援事業が大幅増額（約3500万円増額、当初予算約2200万円）
されました。この事業は、結婚に踏み切れない大きな理由である結婚資金不足と新居の確保を支援するものです。主な制
度内容として、新婚世帯の家賃や敷金、礼金、引っ越し代など新生活にかかる費用の一部を国と実施する自治体が「最大
60万円」支援するものです。昨年度から導入したこの制度は、年齢制限を39歳以下とし、所得要件を400万円未満とし
ております。山形市における年間の婚姻数は約1000件。11月末時点での申込件数は昨年を大きく上回る73件。今後締め
切り間近の申請が多く予想されることから、年間105件を想定し予算を増額いたしました。この事業については、街頭や
インターネットによるアンケート調査や青年との意見交換会を通じ強く要望があった事項であり、度重なる議会質問や県
と市への予算要望活動を続け実現した事業です。これからも、若者が安心して住み続けられる環境整備の実現を目指して
まいります。

事務所：〒990-2414  山形市寿町5番1号／自　宅：〒990-2431  山形市松見町18番5号
T E L：090-8927-3217／F A X：023-641-4016　／E-mail：takao_mattu@ybb.ne.jp

バスの“乗り降り楽らく”買い物も。「チェリカ」導入。（主な実績と活動22）
らく

　令和４年５月14日、県内のバス事業者と山形市におきまし
て、バスの利用促進や、効果的・効率的な運行、キャッシュ
レス化による感染症の予防対策などを目的として、交通系地
域連携ICカード「チェリカ」を導入しました。これにより、
市が運営するコミュニティバス東部及び西部循環線、ベニ
ちゃんバス４台においてもチェリカとJR東日本が提供する
Suicaのサービスが利用できるようになりました。特徴とし
て、バスの運賃支払いのほか、定期券や交通ポイントなど、
地域独自のサービス機能を追加。市が実施している高齢者外
出支援事業（山形市シルバー３ヶ月定期券）に対応したほ
か、電子マネーの使えるコンビニやスーパーで買物もできま
す。また、JR東日本は2024年春以降、県内の21駅を対象に
Suica利用の拡大を発表しており、さらなる利便性の向上が期
待されます。

利用ガイドは
QRコードからアクセス
https://www.youtube.com/watch?v=_iqENV3Rtig

スポットビジョン

子どもの「目」を守る〝スポットビジョンスクリーナー〟導入！！（主な実績と活動23）
　山形市では令和４年５月、３歳児健康診査（３歳９か月に実
施）の視力検査に弱視などの異常を判定できる最新の屈折度検
査機「スポットビジョンスクリーナー」を導入し、目の発育の
問題を早期発見・治療に結び付ける仕組みを取り入れました。
子供の視覚機能は、６歳までにほぼ完成すると言われており、
仮に弱視（近視、遠視、乱視、斜視など）の要因がある場合、
就学前に発見し治療を行うことで視力の改善が見込まれます。
市が実施するこれまでの健診では、ランドルト環と呼ばれるも
ので検査を行っておりましたが、子供が騒いだり検査の意味を
理解していない場合など、正確な値を測定できないケースがあ
りました。これらのことから、公明党山形市議団は令和２年１
月に先進地である東広島市を視察。同地で実際に検査機器を操作するとともに有効性や課題について学んでまいりまし
た。その後、同年３月の一般質問や会派の政策提言、関係部署との勉強会などを通じ、導入を粘り強く訴え続けてきた事
業です。

交通系ICカードチェリカ導入


